




















































 　　　　　評　価　項　目 平均値 　　　　　評　価　項　目 平均値 
 １．就労態度 4. 2 ８．交渉能力（ネゴシエーション） 3. 2 
 ２．仕事に対する意欲・向上心 4. 1 ９．協調性 4. 0 
 ３．仕事の処理能力 3. 9 10．コミュニケーション能力 3. 8 
 ４．企画・創造能力 3. 4 11．忍耐力・感情抑止力 3. 9 
 ５．問題発見・解決能力 3. 4 12．リーダーシップ能力 3. 2 
 ６．状況判断能力 3. 5 13．責任感 4. 1 











































































































図1「4大卒業生と同等の能力がある」に対する段階別評価平均値（Q 7 ～Q23） 

























図2「公短大卒業生と同等の能力がある」に対する段階別評価平均値（Q 7 ～Q23） 




























どちらともいえない ややそう思う そう思う 
総じて短期大学生の雇用市場における位置付け（ポジショニング）については、４年制大学生より
も若く低調達コストで適度な業務適応能力を有し、現場で活躍しうる人材の供給源として潜在的な需
要を持つと考察される。
以上、一短期大学の一知見として本論が、短期大学生の就職対策において貢献しうるのではないか
と思料するものである。
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